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鴨川市教育委員会１２月定例会議事録

１ 日 時 令和元年１２月１８日（水） 開会 午後１時００分

閉会 午後３時１５分

２ 場 所 鴨川市立鴨川中学校 １階 会議室

３ 出席委員 （１）月岡正美 （２）根本新太郎 （３）石井千枝

（４）永島康弘 （５）吉原里夏

４ 出席職員 （１）渡邉弘仁 （２）石川丈夫 （３）石井利彦

（４）長谷川幹男 （５）三浦 徹 （６）中村明博

５ 傍聴者 なし

６ 教育委員会11月定例会議事録の承認

・月岡教育長から、11月定例会議事録について、訂正等の確認がなされ、質疑な

く、全員の了承が得られた。

７ 教育長・委員報告

・ 月岡教育長から、11月定例会議以降に教育長が出席した行事等の内容につい

て、別紙報告書を基に報告がなされた。

８ 報告事項

（１）令和元年第４回鴨川市議会定例会について

・ 渡邉学校教育課長、石川生涯学習課長から、令和元年第４回鴨川市議会定例

会における行政一般質問について、資料をもとに報告がなされた。

（２）令和元年度鴨川市中学生イングリッシュキャンプについて

・ 中村指導主事から、令和元年１月18日に予定されている令和元年度鴨川市中

学生イングリッシュキャンプについて、資料をもとに開催内容の概要報告がな

された。

（３）幼児教育･保育の無償化について

・ 石井子ども支援課長から、幼児教育･保育の無償化について、資料をもとに

報告がなされた。

・ 永島委員から、従来は所得に応じて保育料が決まっていたが、新しい制度で

は所得に関係なく国や市からの補助は一律となるのか、との質問がなされた。

・ 石井子ども支援課長から、補助の上限は決まっており、鴨川市の場合、すべ

ての幼稚園、保育園、子ども園が国の定める上限の枠内の保育料であるので、

一律の補助となる、民営のＯＵＲＳについても同様である、都内などにおいて
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一部の私立施設で保育料が高額となる場合は、国の定める上限額までが補助対

象となる、との説明がなされた。

・ 永島委員から、国、県、市それぞれの補助の負担割合はどうなっているのか、

との質問がなされた。

・ 石井子ども支援課長から、私立の場合は国が50%、県と市が25%ずつとなる、
公立の場合はすべて国から交付税措置される、との説明がなされた。

・ 吉原委員から、「そらいろ」も補助の対象になるのか、との質問がなされた。

・ 石井子ども支援課長から、対象となる、との説明がなされた。

（４）感染性胃腸炎の集団発生について

・ 渡邉学校教育課長、長谷川学校給食センター所長から、東条小学校における

感染性胃腸炎の集団発生について、資料をもとに説明がなされた。

９ 議 事

（１）鴨川市指定有形文化財の指定について

・ 石川生涯学習課長から、「房州峯岡山野絵図・房州朝夷郡柱木野絵図」の鴨

川市指定有形文化財の指定について、資料をもとに説明がなされた。

・ 根本委員から、本絵図の複製を作製する予定はないのか、との質問がなされ

た。

・ 石川生涯学習課長から、現在のところ予定はない、との説明がなされた。

・ 他に質疑なく、「房州峯岡山野絵図・房州朝夷郡柱木野絵図」を鴨川市指定

有形文化財に指定することについて、承認された。

10 閉 会

月岡教育長は、一切の終了を告げ、閉会を宣言した。

閉会後、１月の教育委員会行事予定について、事務局より説明がなされた。

以上、会議の顛末を記載し、相違ないことを証する。

令和２年１月２３日

鴨川市教育委員会 教育長 月岡 正美

教育長職務代理者 石井 千枝

議事録作成 （ 学校教育課長 渡邉 弘仁 ）


